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第６回第６回 長安口ダム改造事業費等監理委員会長安口ダム改造事業費等監理委員会

（４）第５回委員会での主な意見と取り組み

資料５



（１）今後想定する不確定要因を検討したリスク管理を踏まえて、トータルな事
業費・工程管理に努めること。

○施工方法の見直しによる適切な工程の管理に関する取り組み

（２）コスト縮減対策により、どれだけの事業費縮減につながるか全体的な見通し
を示すこと。

○個別のコスト縮減対策を総括した全体縮減額の提示

【第５回委員会（平成2４年度）における主な意見と取り組み】

前回の委員会でいただいた以下の主な３つの意見に対する、当事務所の取り
組みついてご紹介します。

（３）親水や景観など、観光面に役立てた取り組みについても考えてはどうか。
○長安口ダム水源地域ビジョンに向けた取り組み
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仮設構台設置

予備ゲート設置

洪水吐新設

地山掘削（導流部）

減勢工改造

工事用道路

選択取水設備設置

（（１１））施工方法の見直しによる適切な工程の管理に関する取り組み施工方法の見直しによる適切な工程の管理に関する取り組み

当初計画（必要工期１８ヶ月）
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変更計画（先行箇所の必要工期１２ヶ月）

施工方法
の見直し

洪水吐新設の施工に当たり、平成２６年度末までに地山掘削を完了する必要があるが、不確定要因により施工開始が洪水吐新設の施工に当たり、平成２６年度末までに地山掘削を完了する必要があるが、不確定要因により施工開始が
遅れることを想定し、全体工程に影響しない施工順序に見直し。遅れることを想定し、全体工程に影響しない施工順序に見直し。

改造事業全体工程改造事業全体工程

変更計画：掘削箇所を３分割、洪水吐新設に支障となる部分（変更計画：掘削箇所を３分割、洪水吐新設に支障となる部分（A+BA+Bブロック）を先行して掘削し、残り（ブロック）を先行して掘削し、残り（CCブロック）はブロック）は
後日掘削する計画。（先行箇所の必要工期１２ヶ月）後日掘削する計画。（先行箇所の必要工期１２ヶ月） ※※地山掘削に必要な事業費地山掘削に必要な事業費・工期・工期は変更なしは変更なし

当初計画：掘削ズリ全量を、ダム天端構台のクローラクレーン及び索道・台船にて現場外に搬出する計画。当初計画：掘削ズリ全量を、ダム天端構台のクローラクレーン及び索道・台船にて現場外に搬出する計画。
（必要工期１８ヶ月）（必要工期１８ヶ月）

２



（（２２）個別のコスト縮減結果を総括した全体縮減額の提示）個別のコスト縮減結果を総括した全体縮減額の提示

これまでに実施した各コスト縮減の取り組み内容について、縮減額は下記のとおり。これまでに実施した各コスト縮減の取り組み内容について、縮減額は下記のとおり。

新規報告新規報告４６％４６％80,60080,600千円千円新設主ゲートに使用する部材のうち、維持管理が困難なロー新設主ゲートに使用する部材のうち、維持管理が困難なロー
ラ部分について、腐食が進みにくいステンレス製とすることで、ラ部分について、腐食が進みにくいステンレス製とすることで、
維持管理にかかるコスト維持管理にかかるコスト縮減縮減を図った。を図った。

新設主ゲート新設主ゲート
に使用する部に使用する部
材の見直し材の見直し

５２％５２％

７９％７９％

６６％６６％

８６％８６％

８９％８９％

８１％８１％

縮減率縮減率
（合理化額（合理化額

÷÷従来額）従来額）

2,320,6002,320,600千円千円計計

第５回委員会第５回委員会

にてにて報告報告

1,148,0001,148,000千円千円減勢工背面にＣＳＧを採用することにより、側壁部のコンクリー減勢工背面にＣＳＧを採用することにより、側壁部のコンクリー
ト量を大幅に削減。ト量を大幅に削減。

減勢工構造の減勢工構造の
合理化合理化※※

第５回委員会第５回委員会

にてにて報告報告

445,0005,000千円千円法面保護の施工単価は増加するものの、法面保護の施工単価は増加するものの、地山の地質状況等地山の地質状況等
を踏まえて法面勾配を急勾配とすることで、掘削量を約２割、を踏まえて法面勾配を急勾配とすることで、掘削量を約２割、
法面保護面積を４割縮減して、コスト縮減を図った。法面保護面積を４割縮減して、コスト縮減を図った。

基礎掘削（導基礎掘削（導
流壁部）形状流壁部）形状
の工夫の工夫

摘要摘要縮減額縮減額内容内容項目項目

3434,000,000千円千円

5050,000,000千円千円

460460,000,000千円千円

503,000503,000千円千円

第５回委員会第５回委員会

にてにて報告報告

導流水路部の側壁に波返しとしてデフレクターを設置すること導流水路部の側壁に波返しとしてデフレクターを設置すること
で、壁高を低く抑え、コンクリート打設量の縮減を図った。で、壁高を低く抑え、コンクリート打設量の縮減を図った。

導流壁形状の導流壁形状の
合理化合理化

第５回委員会第５回委員会

にてにて報告報告

使用鋼材のうち、中古品の流通が確認できた部分を積極的に使用鋼材のうち、中古品の流通が確認できた部分を積極的に
利用し、材料費のコスト縮減を図った。利用し、材料費のコスト縮減を図った。

貯水池内仮設貯水池内仮設
構台のコスト縮構台のコスト縮
減減

第４回・第５回第４回・第５回

委員会にて報告委員会にて報告

標準的なスライドゲートでは、ダム上流面の傾斜により仮締切標準的なスライドゲートでは、ダム上流面の傾斜により仮締切
やピアの規模が大きくなるため、傾斜に応じた開閉が可能なやピアの規模が大きくなるため、傾斜に応じた開閉が可能な
予備ゲート構造とすることで、これらのコスト縮減を図った。予備ゲート構造とすることで、これらのコスト縮減を図った。

予備ゲート構予備ゲート構
造の合理化造の合理化※※

第４回・第５回第４回・第５回

委員会にて報告委員会にて報告

放流時の水面形状を考慮してゲートを固定部と可動部の組み放流時の水面形状を考慮してゲートを固定部と可動部の組み
合わせとし、可動ゲート扉体及び開閉装置の縮小、操作塔の合わせとし、可動ゲート扉体及び開閉装置の縮小、操作塔の
高さを抑えることでコスト縮減を図った。高さを抑えることでコスト縮減を図った。

クレストゲートクレストゲート
形状の合理化形状の合理化
※※

３※印は全体事業費（470億円）算定時に反映済みの項目である。



（（３３）長安口ダム水源地域ビジョン策定に向けた取り組み）長安口ダム水源地域ビジョン策定に向けた取り組み
阿南市・那賀町等流域の自治体と、住民団体、ダム管理者である国土交通省が連携して「水源地域ビジョン」を策定阿南市・那賀町等流域の自治体と、住民団体、ダム管理者である国土交通省が連携して「水源地域ビジョン」を策定し、し、

観光面にも役立てた取り組みを進める。観光面にも役立てた取り組みを進める。

①親水空間の整備①親水空間の整備 ②ダムの開放②ダムの開放 ③ダム湖の利活用促進③ダム湖の利活用促進 ④体験学習④体験学習 ⑤上下流交流⑤上下流交流 ⑥地場産業の育成⑥地場産業の育成

「水源地域ビジョン」を策定「水源地域ビジョン」を策定後はそれぞれのメニューに基づき、ビジョンの推進を図る。後はそれぞれのメニューに基づき、ビジョンの推進を図る。

水源地域ビジョンとは水源地域ビジョンとは

ダムを活かした水源地域の自立的・持ダムを活かした水源地域の自立的・持
続的な活性化を図り流域内の連携と交続的な活性化を図り流域内の連携と交
流によるバランスのとれた流域圏の発展流によるバランスのとれた流域圏の発展
を図ることを目的とする、水源地域活性を図ることを目的とする、水源地域活性
化のための行動計画。化のための行動計画。

ビジョン策定の進め方ビジョン策定の進め方

「ビジョン分科会」において個別の具体「ビジョン分科会」において個別の具体
的施行メニューを検討し、「ビジョン策定的施行メニューを検討し、「ビジョン策定
委員会」に提示する。策定委員会では、委員会」に提示する。策定委員会では、
各分科会の意見を統合してビジョンの基各分科会の意見を統合してビジョンの基
本方針等を策定する。本方針等を策定する。
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